
 

念珠について 

～浄土宗は二連の念珠を使います～ 

 

数珠の形状は様々で宗派によって用いるものが異なります。 

浄土宗では二連の念珠（日課念珠）を用います。 

数珠は「数える珠（たま）」と書く通り、念仏の数を数えるため仏具です。 

 

使い方 

合掌していないとき 

二連とも一緒に左手の手首に掛けるようにします。 

 

合掌して拝むとき/お参りするとき。 

二連の数珠をそろえて両方の親指にかけ手と体の間にたらしてください。 

 

念仏を数えるとき 

片方の輪が２７珠、もう片方の輪が４０珠です。 

南無阿弥陀仏を唱えるたびに珠を一つ繰り、２７回つまり一周したらもう片方の輪の珠を

一つ繰ります。これを繰り返しますと、２７の珠の輪が４０周することになり、２７×４

０で１０８０回唱えたことになります。 

次に輪についている金輪に房が二つ下がっており、片方の房に１０個の珠がもう片方の房

に６個の珠が付いています。 

上記の作業を一回終えたら、片方の房の珠を上に上げこれを１０回繰り返したらもう片方

の房の珠を上に上げて、先の１０個の珠を元に戻します。 

これを繰り返しますと、上記の作業を１０×６で６０回繰り返す事ができます。 

つまり２７×４０×１０×６で６４８００回数えることができるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度皆様にお渡しする「念珠」浄土宗信徒が用いる「日課念珠/にっかねんじゅ」です。 

ご先祖様のご供養の際、ぜひご利用下さい。 

法蔵院第五十五世 

光誉有聡 

40珠 27珠 

左手で数えるとき 両手で数えるとき 

平 10珠 丸 6珠 

 


